
※ 第四北越フィナンシャルグループを「第四北越FG」または「FG」と記載しております

証券コード 7327

2025年3月期 決算の概要

2025年5月9日
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2025年３月期 主なポイント

FG連結当期純利益は上方修正後の業績予想を上回りかつ前年比でも増益
✓ 2025年3月期のFG連結当期純利益は、前年比＋81億円増益の293億円
✓ 見直し後の株主還元方針により1株当たり配当金（年間）は前年比+58.5円（株式分割後換算）

✓ 期末配当は直近（2025/3）の配当予想の70円から+5円増配となる75円

第三次中期経営計画
“飛躍のステージ”

（3rd Stage: 2024ー2026年度）

“飛躍のステージ”と位置付ける
第三次中期経営計画の初年度は計画を大きく上回る

2025年3月期

2026年3月期のFG連結当期純利益は前年比＋36億円の330億円を見込む

✓ グループコンサルティング機能の一層の強化により銀行・グループ会社部門ともに増益を見込む
✓ 基礎的内部格付手法（FIRB）移行に伴う最適なリスクテイクによって資産の積上げを図り

金融・情報仲介機能の積極的な発揮を通じて地域創生に一層貢献する

（配当性向40％程度）

計画最終年度（2027年3月期）のFG連結当期純利益目標を400億円へ上方修正済

✓ 当初策定した第三次中期経営計画最終年度の利益目標（270億円）を1年目で上回る
✓ 順調な実績に加え金融政策変更による影響などを織り込み利益目標の上方修正を実施済

（2025/3公表）
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FG連結当期純利益

＋81億円

（＋38.4％）

前年比

当初業績
予想比
（2024/5）

212

2024年3月期

＋63億円

（＋27.6％）

＋13億円

（＋4.8％）

FG連結 （億円）

293

修正業績
予想比
（2025/3）

当初
業績予想

（2024/5）

上方
修正予想

1回目
（2024/11）

上方
修正予想
２回目

（2025/3）

230
250

280

2025年3月期
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部門別 当期純利益の状況

＋91億円

（＋57.1％）

銀行単体 （億円）

＋62億円

（＋32.8％）

＋11億円

（＋4.7％）

当初業績
予想比
（2024/5）

修正業績
予想比
（2025/3）

160

2024年3月期

252

当初
業績予想

（2024/5）

上方
修正予想

1回目
（2024/11）

上方
修正予想
２回目

（2025/3）

190

214
241

2025年3月期

前年比
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+0.9億円

（+2.6％）

グループ会社部門 （億円）

2024年3月期 2025年3月期

37
36

※ 持株会社・銀行を除くグループ会社の
親会社株主に帰属する当期純利益の合計

リース事業

前年比＋0.7億円（+12.0％）

証券事業

前年比＋2.2億円（＋19.7％）
－預かり資産残高は順調に増加、前年度の

本社移転に伴う費用減少もあり増益

－銀行紹介案件の成約増加等による
リース資産残高の伸長などにより増益

部門別 当期純利益の状況

前年比
（グループ内取引に係る一過性の特別損失（減損損失）控除後）
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銀行単体の増益を主因に

FG連結当期純利益は増益

FG連結 増減要因

（億円）

2024年3月期
FG連結当期純利益

2025年3月期
FG連結当期純利益

銀行単体
＋91

グループ会社※

+0.9
連結調整等

▲11

212

293

2025年3月期： 4億円

2024年3月期：15億円

前年に子会社再編に伴い
会計上の利益である
負ののれん発生益等14億円
を計上したことを主因に減少 前年比＋81億円

負ののれん発生益等を除く
実態ベースでは

前年比＋95億円

※グループ内取引に係る一過性の特別損失（減損損失）控除後
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（億円）

2024年3月期
銀行単体当期純利益

2025年3月期
銀行単体当期純利益

160

252貸出金
利息
＋56

有価証券
利息配当金

＋70 有価証券
関係損益

▲16

資金調達
費用等※

▲24
経費

（▲）
＋8

ネット
信用コスト
（▲）
▲22

非金利収益
（営業部門）

＋7

その他
（税金等）

+19

非金利収益
（市場部門）

▲36

銀行部門 銀行単体 増減要因

前年比

＋91億円

コア業務粗利益 ＋73

コンサルティング機能の発揮に加え、国内市場金利の上昇などにより

銀行単体の当期純利益はFG設立以来の最高益を更新

※預金等利息や
外貨調達コスト

残高要因 ：+12
利回り要因：+43
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貸出金残高（末残）銀行部門

＋1,591億円

（＋2.9％）

事業性

前年比＋2,200億円（＋6.9％）

消費性

前年比＋295億円（＋1.9％）
–非対面チャネルの活用や商品ラインアップの増強など

により住宅ローン・無担保ローンともに増加

–県内は実質無利子・無担保融資の返済継続や

設備資金の減少などを要因に減少

–県外は資金需要のある大企業向けなどが増加

31,873 

14,877 

7,800 
6,896

2024年3月期 2025年3月期

事業性 消費性 公金

56,143
54,551

15,172

34,073

（億円）

貸出金
平残

53,559 54,936
前年比＋1,376億円（＋2.5％）
–消費性貸出平残 同 ＋382億円（＋2.6％）

事業性貸出平残 同＋2,073億円（＋6.7％）

前年比



8

2024年3月期 2025年3月期

87,803

預金等残高（末残）銀行部門

＋344億円

（＋0.3％）

（億円）

預金等
平残

85,773 85,939 前年比＋165億円（＋0.1％）

前年比

－譲渡性預金を含めた預金等残高は

末残、平残ともに増加

87,459
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非金利収益分野

88 87 

165 175 

32 31 

2024年3月期 2025年3月期

資産運用アドバイス 金融ソリューション その他

＋7億円

（＋2.7％）

資産運用アドバイス収益

前年比▲0億円（▲0.4％）

金融ソリューション収益

前年比＋9億円（＋5.8％）

※ 役務取引等利益及び国債等債券損益を除くその他業務利益等の
合計額（除く市場運用部門収益・外貨調達コスト等）

–為替デリバティブ取引やシンジケートローンなど

が増加

286
294

（億円）

前年比

銀行・営業部門

–個人分野は投資信託等を中心に増加

–法人分野は投資信託等が堅調に推移するも

保険の減少により微減
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有価証券残高（末残）

15,551 14,686 

7,122 7,556

2,046 1,984

5,821
4,664

2024年3月期 2025年3月期

国内債券 外国証券 株式 その他証券

※商品有価証券を除く

30,542 28,892

▲1,649億円

（▲5.4％）

前年比

銀行・市場運用部門

（億円）

国内債券
前年比▲865億円（▲5.5％）

その他証券

前年比▲1,156億円（▲19.8％）

–マーケット動向を捉え前年度に積み増した株式投信・

外国債券投信の利益確定売却を実施したことを主

因に減少

–金利上昇を想定し購入を抑制したほか、金利低下局

面での利益確定売却や低利回り債券の残高削減を

実施したことなどから減少

外国証券

前年比＋434億円（＋6.0％）
–利ざやが確保可能なジニーメイ債の購入などにより増加
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有価証券評価損益 ※国内債券及び外国証券については
金利スワップによる繰延ヘッジ考慮後の評価損益銀行・市場運用部門

▲ 274

▲ 675▲ 225

▲ 182

1,077 938

その他証券 0

国内債券 外国証券 株式 その他証券

577 65

▲ 15

2025年3月期2024年3月期

（億円）

有価証券評価損益

前年比▲511億円

－ 外国証券は低利回りの外国債券の売却に

継続して取り組み評価損益は改善

－ 一方、国内債券は国内金利の上昇、株式は

株価下落により評価損益が悪化し、有価証

券全体の評価益は減少

（
評
価
益
）

（
評
価
損
）
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経費

300 305 

240 245 

35 34 

2024年3月期 2025年3月期

人件費 物件費 税金

＋8億円

（＋1.4％）
577

585
前年比

銀行部門

（億円）

人件費

前年比＋4億円（＋1.4%）

物件費

前年比＋5億円（＋2.1％）
－積極的な戦略的投資などにより増加

（コンサルティング機能の強化、お客さまの

利便性向上に向けたデジタル化、職員の

能力開発に向けた研修費 等）

－賃上げを主因に増加
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不良債権比率／ネット信用コスト

57 

35 

2024年3月期 2025年3月期

2.22 2.06

（％）

（億円）

不良債権比率

前年比▲0.16pt

不良債権比率 ネット信用コスト

ネット信用コスト

前年比▲22億円

銀行部門

－営業部門と審査部門が連携した伴走型での

お取引先への経営改善・事業再生支援などに

よりネット信用コストは減少

－原材料価格や人件費高騰等に加え、米国の

関税措置に伴う影響を注視し、きめ細かな資

金繰りや経営改善・事業再生などのご支援に

引き続き注力
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FG連結自己資本比率

＋0.56pt

2024年3月期 2025年3月期

10.59
10.03

－ 「基礎的内部格付手法（FIRB）」

への変更により自己資本比率は上昇

－ FG連結での自己資本比率は

国内基準である4％、

国際基準である8%を上回る

十分な水準を確保

FG連結 （％）

前年比

国内基準
4%

国際基準
8%

※ 2025年3月期より信用リスクの計測手法を「標準的手法」
から「基礎的内部格付手法」に変更しております。
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160

252
290

212

293

330

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
業績予想

銀行単体当期純利益

FG連結当期純利益

2026年3月期 業績予想

（億円）

第三次中期経営計画第二次中期経営計画

400

2027年3月期
目標

⚫FG連結当期純利益は前年比＋36億円（同＋12.4％）増益の330億円を見込む

⚫お客さま・地域を起点としたグループコンサルティング機能の一層の強化により銀行・グループ会社部門ともに増益を見込む

－銀行部門は、県内外・海外連携やサステナブルファイナンス等の推進によりお客さまの事業価値向上支援を一層強化
－グループ会社部門は、各社が相互に連携し合い最適なソリューションを提供する「複線型連携」を一層強化

⚫基礎的内部格付手法（FIRB）移行に伴う最適なリスクテイクによって資産の積上げを図り、金融・情報仲介機能の
積極的な発揮を通じて地域創生に一層貢献する

前年比＋36億円

270
当初目標

上方

修正目標

（2025/3）
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2025年3月期 配当金・2026年3月期 配当金予想
（期末配当の増配） （増配予想）

配当の内容

1株当たり年間配当金

中間配当金
【実施済】

期末配当金

年間合計当初予想
2024年5月公表

直近予想
2025年3月公表

決定額

2025年３月期 56円00銭 40円00銭 70円00銭 75円00銭 131円00銭
（前年比+58.5円）

2024年3月期 35円00銭 37円50銭 72円50銭

60 60 72.5

2022年3月期 2023年3月期 2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
（予想）

150

（円）

１株当たり配当額（年額）
131

第三次中期経営計画第二次中期経営計画

2025年3月期 配当金※

2026年3月期 配当金予想※

予想からさらに5円増配

New!

前年比19円増配予想

New!

中間 75円
期末 75円

※ 2024/10に実施した株式分割を踏まえ、過去に遡り株式分割後の配当額に換算



弊社HPより

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。
将来の業績は、経営環境の変化などにより、目標対比異なる可能性があることにご留意ください。

お問い合わせ先

第四北越フィナンシャルグループ

経営企画部

ＴＥＬ 025－224－7111

E-mail g113001@dhbk.co.jp


